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1．はじめに 

これまでの水田への冬期湛水が水田生態系に及ぼす影響に関する研究からは，冬期湛水

中の水田には多くの水鳥の飛来すること，魚類が移入してくること，土中のイトミミズが

多いことなどが報告されている 1, 2, 3, 4, 5．ただし，これまでの研究は蕪栗沼周辺などの環

境保全型稲作の先進地で行われた事例が多く，わが国に多く存在する周囲が宅地に囲まれ

た圃場整備済み水田においての研究事例は十分だとはいえない．また，これまでの研究で

は，鳥類による冬期湛水田利用についての報告例が多くを占めており，冬期湛水田を生息

場としうる昆虫類や軟体動物のような水生生物を対象とした研究事例は乏しいため，水生

生物にとっての冬期湛水田の機能は明らかとされていない．したがって，本研究では圃場

整備済み水田域に存在する冬期湛水田の水生生物生息場としての機能を慣行田との比較に

より検証した．  

2．方法 

 研究対象地は，熊本県上益

城郡益城町の圃場整備済み水

田域である（Fig. 1）．ここでは，

サントリーホールディングス

株式会社により計 10筆の水田

で地下水涵養を目的とした冬

期湛水が行われている 6．この

冬期湛水田では現在も稲作が

行われているため，冬期湛水

期間は 11 月－3 月の 5 ヶ月間

で，10 月，4 月，5 月の 3 ヶ月

は営農作業のため乾燥状態となる．調査を行ったのは，6 筆の冬期湛水田と対照区として

選定した 6 筆の慣行田である（Fig. 1）．調査項目は，圃場ごとの水生生物（魚類，両生類，

昆虫類，甲殻類，軟体動物）の生息状況と環境条件（泥厚，水深，水質，強熱減量）であ

る．水生生物の調査は，60cm×60cm のコドラートを用いて行った．調査は 2011 年度と 2012

年度の灌漑期（6 月，8 月）と非灌漑期（11 月，1 月）に行い，それぞれの月で冬期湛水田

と慣行田の水生生物生息状況と環境条件を比較した．  

3．結果と考察 

 冬期湛水田と慣行田の環境条件を比較した結果，冬期は水の有無の差があるため，当然

ながら両水田域の環境条件に大きな差が生じていた．一方で灌漑期には，すべての環境条
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Fig. 1 調査対象地域と調査対象水田の位置図． 
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件について両水田域の環境条

件に大きな違いがなかった．  

 計 8 回の水生生物調査では

35 分類群，5825 個体の水生生

物が採捕された．このうち，冬

期湛水田でのみ確認された種

は，トノサマガエル，スジヒラ

タガムシ，ルイスヒラタガム

シ，ミズムシ，ウマビルであっ

た．一方，慣行田のみで確認さ

れた種は，カワムツ，カマツカ，

ドジョウ，キイロヒラタガムシ，

セマルガムシ，アメンボであっ

た．冬期湛水田と慣行田で水生生物の出現種数を比較した結果，灌漑期には両水田の出現

種数に差は見られなかったが，非灌漑期には冬期湛水田で出現種数が多かった（Fig. 2）．

採捕個体数や Simpson の多様度指数についても比較を行ったが，出現種数と同様の傾向で

あった．  

非灌漑期に冬期湛水田で出現種数が多かった理由としては，冬期湛水により水田に水が

存在するため，水生生物から生息場もしくは越冬場として利用されたためだと考えられた．

ただし，非灌漑期の冬期湛水田の出現種数は，11 月で 3－5 種程度，1 月で 2 種程度と多く

の水生生物が越冬を行っているとは言い難い状況であった．また，冬期湛水後の灌漑期に

は冬期湛水田と慣行田の生物生息状況に差がなくなった．これは 4 月に行われる営農のた

めの落水の際に冬期湛水田内で越冬している生物が水田外に移出するためだと考えられた． 

このように，圃場整備済み水田域で冬期湛水を行った場合，冬期湛水田は冬期に数種の

水生生物の生息場とはなっていたものの，その種数は多くはなく，冬期湛水田の生物生息

場としての機能は限定的であると考えられた．このことから，少なくともこの場において

冬期湛水田の生物生息場としての機能を高めるのであれば，落水時に水生生物を水田外に

移出させない工夫や水生生物が冬期湛水田に容易に移入，定着できるような工夫が必要で

あると考えられた． 
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Fig. 2 冬期湛水田と慣行田における調査月ごとの出

現種数． 
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